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お 知 ら せ

編 

集 

後 

記

■ 第45回定時総会開催

■ 健康寿命を延ばすカギ『健幸10か条』

■ 土器川の水害対策

■ 昭和30年代の電車とケーブルカー

■ 重要なお知らせ！

■ 当センターの愛称決定

会員数　令和８年７月31日現在
　920人(男491人・女429人）

編集・発行
公益社団法人

／丸亀市シルバー人材センター

〒763-0065 丸亀市塩屋町五丁目6-1
TEL(0877)23-6215(代)
E-mail:marugame@sjc.ne.jp
https://webc.sjc.ne.jp/marugame/

(7月28日撮影：川西町・石井 誠一)令和8年9月6日のオープンを目指して周辺整備が進む
新・丸亀市民会館（シアターマド）

　
四
国
地
方
は
６
月
２
日
に
梅
雨
入
り

し
、
７
月
12
日
に
梅
雨
明
け
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
梅
雨
期
間
中
の
降
水

量
は
多
度
津
で
４
６
７
．
０
mm
、
高
松

で
は
４
５
２
．
０
mm
で
例
年
に
比
べ
て

多
か
っ
た
よ
う
で
梅
雨
期
間
中
に
早
明

浦
ダ
ム
は
満
水
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
15
日
遅
い
梅
雨
明
け
で
し
た

▽
梅
雨
明
け
と
共
に
各
地
で「
猛
暑
日
」

「
酷
暑
日
」
が
多
く
観
測
さ
れ
、
夜
は

気
温
が
25
℃
を
下
回
ら
な
い「
熱
帯
夜
」

が
続
く
よ
う
に
な
り
、
ク
ー
ラ
ー
が
良

く
働
き
ま
し
た
。
猛
暑
日
が
続
く
と
水

田
の
水
は
す
ぐ
に
減
り
、
庭
木
や
野
菜

畑
の
水
や
り
も
大
変
で
す
▽
と
こ
ろ
で

「
気
象
用
語
」で「
平
年
に
比
べ
て
・・・
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、「
平

年
」
と
は
過
去
30
年(

１
９
９
１
〜

２
０
２
０
年
）
の
平
均
で
、
10
年
ご
と

に
改
訂
さ
れ
ま
す
▽
当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
「
愛
称
」
の
公
募
が
行

わ
れ「
か
が
や
き
セ
ン
タ
ー
」に
決
定
し
、

多
く
の
市
民
か
ら
愛
さ
れ
る
組
織
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　（
誠
）

令和８年の支払日
配分金支払日（請負） 給与支払日（派遣）
９月15日（火） ９月25日（金）
10月15日（木） 10月23日（金）
11月16日（月） 11月25日（水）
12月15日（火） 12月25日（金）

＝配分金には消費税が含まれています＝
※カレンダーに振込日をメモしておきましょう。

配分金の通帳記帳の際、百十四銀行との振込電送
の契約の関係で「給料」と記帳されますが、請負業
務の配分金です。 これを機に Smile to Smile の登録を

お願いします。

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
お
祈
り
い
た
し
ま
す

新
浜
町
　
眞
鍋
　
誠
二 

　
様

飯
山
町
　
平
田
　
正
樹 

　
様

楽しいスマホ教室楽しいスマホ教室
スマホのお悩み解決のお手伝いをします。お気軽にご参加ください。スマホのお悩み解決のお手伝いをします。お気軽にご参加ください。

開催日時・場所 会場：丸亀市シルバー人材センター

日程

時間

内容
①②③共通
アプリとは何か？から追加・削除の方法、
注意点について学びます。
スマイルtoスマイルのアプリのインストール方法

9月15日 (火) 9月29日 (火) 10月14日 (水)
① 10:00～11:00　② 13:00～14:00
③ 14:30～15:30

注意事項

お申込み・お問い合わせ先 ・丸亀市シルバー人材センター 
　☎ 0877-23-6215（担当 小野）
　平日 8時30分～17時15分

・講座で必要な通信料は受講者の負担となります。

・各回定員10名

楽しみながらスマホを活用しましょう！！

令和
８年度

技能講習 会　　場 センター 定員 開催日時

刈払機取扱
「刈払機取扱作業従
事者安全衛生教育修
了証」を交付

空家管理
（古民家再生）

【座学】
　坂出市市民
　ふれあい会館

【実技】
　西大浜第四公園

坂出市 5名

丸亀市 5名

10月14日(水)
9:00～16:40

丸亀市市民交流活動
センター(マルタス） 丸亀市 10名 10月20日(火)9:30～16:30

●技能講習

高齢者活躍人材確保育成事業

技能講習会

参加費
無料

最優秀賞

優秀賞

特別賞

　　会員　野口 芳則さんかがやきセンター

西中学校　亀井 理子さんリスタ丸亀

蓬莱中学校　徳田 玲央さんまるむすび
丸亀高校　竹中 咲歩さんまるシル

　　会員　吉馴 義文さんシルバー・ハンズ

愛称決定令和8年7月31日 重
要
な
お
知
ら
せ
！

配
分
金
明
細
書
の
郵
送
廃
止

令
和
９
年
３
月
就
業
分
か
ら

　
郵
便
料
金
の
値
上
げ
な
ど
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
経
費
の
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
令
和
９
年
３
月

就
業
分
か
ら
配
分
金
明
細
書
の
郵
送
を

廃
止
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
会
員
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

「
ス
マ
イ
ル 

ト
ゥ 

ス
マ
イ
ル
」
に
て
ご

確
認
い
た
だ
く
形
に
変
更
し
ま
す
。

　
サ
イ
ト
登
録
の
お
手
伝
い
を
事
務
局

が
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

配
分
金
明
細
書
の

提
供
方
法

・
令
和
９
年
３
月
就
業
分

か
ら
郵
送
し
ま
せ
ん

　(

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
提
供
の
み)

※

紙
の
明
細
書
が
必
要
な

方
は
、
事
務
所
で
発
行

し
ま
す
。

令和8年6月1日から1ヶ月間
丸亀市シルバー人材センター設立45周年記念事業として

愛称を募集しました。

（愛称：かがやきセンター）

お申し込み・お問い合わせは事務局まで
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令和８年度

第
45
回
定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

設
立
45
周
年
に
際
し
て

令
和
８
年
５
月
29
日(

金)

第
45
回
定

時
総
会
が
丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
総
会
は
、
４
月
末
日
現
在
の

会
員
８
９
４
名
の
う
ち
、
委
任
状
に
よ

る
代
理
出
席
者
を
含
め
て
、
５
６
６
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
20
年
・
15

年
・
10
年
の
長
期
継
続
会
員
56
名
に
対

し
、
表
彰
状
等
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

理
事
長
挨
拶
の
概
要

今
年
度
の
総
会
も
、
昨
年
と
同
様
に

全
会
員
に
ご
案
内
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
と
し
て
大
西
市
議
会
副
議
長
、

丸
亀
公
共

職
業
安
定

所
中
井
所

長
、
香
川

県
シ
ル
バ

ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連

合
会
岡
本

会
長
の
ご

祝
辞
を
い

た
だ
き
、
議
事
終
了
後
、
第
二
部
と
し

て
丸
亀
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

入
江
準
子
様
よ
り
、
「
フ
レ
イ
ル
予

防
」
に
つ
い
て
の
、
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
す
。

我
が
国
は
、
少
子
化
の
影
響
か
ら
労

働
人
口
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
超
高

齢
化
社
会
に
お
い
て
高
齢
者
の
就
業
促

進
は
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
り
、

「
高
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る

法
律
」
の
改
正
を
受
け
、
七
十
歳
ま
で

の
就
業
機
会
確
保
が
企
業
の
努
力
義
務

と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
も
入
会
年
齢
が
上
昇
す
る
な
ど

の
影
響
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
出
て
い

ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
は
多

く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
種
感

染
症
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
、
職
員
と
会
員
が
安
心
し
て
就

労
で
き
る
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
を
最
優
先
と
し
て
い
ま
す
。
人
と

の
距
離
が
十
分
取
れ
ず
に
会
話
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
場
合
は
、
引
き
続
き

マ
ス
ク
の
着
用
を
推
奨
し
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
の
活
動
の
実
績
は
、

議
事
の
中
で
説
明
し
ま
す
が
、
年
度
末

の
会
員
総
数
は
、
前
年
度
か
ら
８
人
多

い
９
７
０
人
で
す
。

請
負
・
委
託
・
派
遣
合
計
の
事
業
実

績
は
、
約
４
億
９
３
７
５
万
円
で
、
前

年
度
比
4.6
％
の
増
額
で
す
。

こ
れ
は
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

役
員
、
職
員
全
員
が
、
発
注
者
の
活
動

状
況
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
ニ
ー
ズ

に
す
ば
や
く
、
的
確
に
応
え
て
い
た
だ

け
た
結
果
で
す
。

ま
た
、
令

和
７
年
４
月

か
ら
、
発
注

者
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、

セ
ン
タ
ー
設

立
以
来
採
用

し
て
き
た
契

約
方
法
を
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
法
の
趣
旨
に
適
合
す
る
包

括
的
契
約
方
法
に
、
県
下
で
最
初
に
完

全
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ス
ト
削

減
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
事
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ

る
た
め
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
会
員

の
増
強
が
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本

年
度
は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
で
の

催
し
物
に
積
極
的
に
参
加
し
、
「
チ
ラ

シ
配
布
に
よ
る
会
員
勧
誘
」
等
の
活
動

を
行
っ
た
り
、
毎
月
一
回
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
丸
亀
で
臨
時
入
会
説
明
会
を
行
う

な
ど
に
よ
り
、
令
和
８
年
度
末
の
会
員

数
１
０
１
０
人
を
目
標
に
組
織
を
挙
げ

て
会
員
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

本
日
の
議
事
は
、
「
令
和
８
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
等
の
報
告
」
な

ど
報
告
事
項
３
件
と
、
「
令
和
７
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
」
と
、
「
役

員
の
選
任
」
の
決
議
事
項
３
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
議
事
進
行
に
努
め
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議
く
だ
さ
い
。

理事長挨拶

長期継続会員の表彰（20年の代表）

フレイル予防の講演と体操

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々 (

敬
称
略･

順
不
同)

20
年
表
彰
　
　
東
　
寛
治
・
長
尾
明
美

原
田
瑞
子
・
岡
野
和
子
・
時
岡
　
護

福
田
信
一
・
福
岡
一
義
・
藤
本
光
明

弘
田
初
子
・
本
川
敏
春
・
溝
田
和
昭

植
松
勝
征
・
石
井
誠
一（
以
上
13
名
）

15
年
表
彰
　
　
桂
　
　
潔
・
奥
田
　
武

千
葉
秋
男
・
浜
口
勢
津
子
・
今
城
健
次

田
尾
マ
ツ
子
・
横
山
恵
二
・
小
野
　
寛

奥
井
俊
文
・
玉
川
晴
彦
・
稲
田
勝
英

山
本
博
之
・
知
恵
　
勲
・
山
岡
洋
子

田
中
富
榮
　
　
　
　
　（
以
上
15
名
）

10
年
表
彰
　
　
吉
原
富
子
・
小
林
幸
則

小
川
美
津
子
・
香
川
新
一
朗
・
中
島
　
隆

直
井
義
博
・
山
本
忠
之
・
金
子
留
伊

大
西
洋
子
・
中
川
智
司
・
大
東
忠
雄

大
林
ヒ
サ
子
・
阿
河
壱
子
・
島
田
明
美

中
川
幸
江
・
松
浦
洋
子
・
森
田
浩
嗣

高
木
　
薫
・
松
田
裕
美
・
谷
渕
加
代
子

宮
薗
卓
平
・
日
本
明
子
・
松
永
久
美
子

山
本
義
文
・
多
田
美
代
子
・
藤
本
　
勲

楠
原
　
勲
・
山
﨑
輝
久（
以
上
28
名
）

令
和
８
年
度
役
員
（
〇
印
は
新
任
）

理
事
長
　
　
　
中
川
　
智
司

副
理
事
長
　
　
　
奥
田
　
道
大

常
務
理
事
　
　
　
𠮷
本
　
博
之

理
　
　
事
　
　
〇
窪
田
美
由
紀

　
〃
　
　
　
　
河
野
　
忠
生

　
〃
　
　
　
　
大
山
　
　
修

　
〃
　
　
　
　
三
木
　
英
明

　
〃
　
　
　
　
白
川
　
由
子

　
〃
　
　
　
　
三
原
　
繁
子

　
〃
　
　
　
　
野
口
　
芳
則

　
〃
　
　
　
　
永
安
　
君
代

　
〃
　
　
　
　
宮
本
由
美
子

　
〃
　
　
　
　
三
好
　
紀
男

監
　
　
事
　
　
　
横
山
　
孝
信

　
〃
　
　
　
〇
藤
田
　
朝
子

令
和
８
年
６
月
18
日
（
木
）
東
京
都

の
日
本
教
育
会
館
に
て
公
益
社
団
法
人

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協

会
の
「
長
期
就
任
会
長
表
彰
」
が
行
わ

れ
、
当
セ
ン
タ

ー
の
中
川
理
事

長
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
10
年

以
上
在
職
し
、

３
年
連
続
で
会

員
増
と
な
っ
た

成
果
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

中川理事長
全国表彰される

シ
ル
バ
ー
事
業
実
績

130,000
千円

120,000

110,000

0

120,888
123,379

契 約 金 額

3,500
件

3,000

2,500

0

2,740
2,831

受 託 件 数

30,000
人

25,000

20,000

0

22,950
24,521

就業延人員

35,000
千円

30,000

25,000

0

33,143

29,316

契 約 金 額

130
件

110

90

0

120
115

契 約 件 数

6,000
人

5,000

4,000

0

5,610
5,356

就業延人員

1,000
人

900

800

0

920917

会 員 数

前
年
度
と
の
比
較

《
請
負
事
業
》

８
年
７
月
31
日
現
在

７
年
７
月
31
日
現
在

《
派
遣
事
業
》

８
年
６
月
30
日
現
在

７
年
６
月
30
日
現
在
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令和８年度

第
45
回
定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

設
立
45
周
年
に
際
し
て

令
和
８
年
５
月
29
日(

金)

第
45
回
定

時
総
会
が
丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
総
会
は
、
４
月
末
日
現
在
の

会
員
８
９
４
名
の
う
ち
、
委
任
状
に
よ

る
代
理
出
席
者
を
含
め
て
、
５
６
６
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
20
年
・
15

年
・
10
年
の
長
期
継
続
会
員
56
名
に
対

し
、
表
彰
状
等
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

理
事
長
挨
拶
の
概
要

今
年
度
の
総
会
も
、
昨
年
と
同
様
に

全
会
員
に
ご
案
内
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
と
し
て
大
西
市
議
会
副
議
長
、

丸
亀
公
共

職
業
安
定

所
中
井
所

長
、
香
川

県
シ
ル
バ

ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連

合
会
岡
本

会
長
の
ご

祝
辞
を
い

た
だ
き
、
議
事
終
了
後
、
第
二
部
と
し

て
丸
亀
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

入
江
準
子
様
よ
り
、
「
フ
レ
イ
ル
予

防
」
に
つ
い
て
の
、
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
す
。

我
が
国
は
、
少
子
化
の
影
響
か
ら
労

働
人
口
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
超
高

齢
化
社
会
に
お
い
て
高
齢
者
の
就
業
促

進
は
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
り
、

「
高
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る

法
律
」
の
改
正
を
受
け
、
七
十
歳
ま
で

の
就
業
機
会
確
保
が
企
業
の
努
力
義
務

と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
も
入
会
年
齢
が
上
昇
す
る
な
ど

の
影
響
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
出
て
い

ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
は
多

く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
種
感

染
症
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
、
職
員
と
会
員
が
安
心
し
て
就

労
で
き
る
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
を
最
優
先
と
し
て
い
ま
す
。
人
と

の
距
離
が
十
分
取
れ
ず
に
会
話
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
場
合
は
、
引
き
続
き

マ
ス
ク
の
着
用
を
推
奨
し
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
の
活
動
の
実
績
は
、

議
事
の
中
で
説
明
し
ま
す
が
、
年
度
末

の
会
員
総
数
は
、
前
年
度
か
ら
８
人
多

い
９
７
０
人
で
す
。

請
負
・
委
託
・
派
遣
合
計
の
事
業
実

績
は
、
約
４
億
９
３
７
５
万
円
で
、
前

年
度
比
4.6
％
の
増
額
で
す
。

こ
れ
は
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

役
員
、
職
員
全
員
が
、
発
注
者
の
活
動

状
況
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
ニ
ー
ズ

に
す
ば
や
く
、
的
確
に
応
え
て
い
た
だ

け
た
結
果
で
す
。

ま
た
、
令

和
７
年
４
月

か
ら
、
発
注

者
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、

セ
ン
タ
ー
設

立
以
来
採
用

し
て
き
た
契

約
方
法
を
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
法
の
趣
旨
に
適
合
す
る
包

括
的
契
約
方
法
に
、
県
下
で
最
初
に
完

全
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ス
ト
削

減
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
事
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ

る
た
め
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
会
員

の
増
強
が
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本

年
度
は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
で
の

催
し
物
に
積
極
的
に
参
加
し
、
「
チ
ラ

シ
配
布
に
よ
る
会
員
勧
誘
」
等
の
活
動

を
行
っ
た
り
、
毎
月
一
回
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
丸
亀
で
臨
時
入
会
説
明
会
を
行
う

な
ど
に
よ
り
、
令
和
８
年
度
末
の
会
員

数
１
０
１
０
人
を
目
標
に
組
織
を
挙
げ

て
会
員
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

本
日
の
議
事
は
、
「
令
和
８
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
等
の
報
告
」
な

ど
報
告
事
項
３
件
と
、
「
令
和
７
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
」
と
、
「
役

員
の
選
任
」
の
決
議
事
項
３
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
議
事
進
行
に
努
め
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議
く
だ
さ
い
。

理事長挨拶

長期継続会員の表彰（20年の代表）

フレイル予防の講演と体操

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々 (

敬
称
略･

順
不
同)

20
年
表
彰
　
　
東
　
寛
治
・
長
尾
明
美

原
田
瑞
子
・
岡
野
和
子
・
時
岡
　
護

福
田
信
一
・
福
岡
一
義
・
藤
本
光
明

弘
田
初
子
・
本
川
敏
春
・
溝
田
和
昭

植
松
勝
征
・
石
井
誠
一（
以
上
13
名
）

15
年
表
彰
　
　
桂
　
　
潔
・
奥
田
　
武

千
葉
秋
男
・
浜
口
勢
津
子
・
今
城
健
次

田
尾
マ
ツ
子
・
横
山
恵
二
・
小
野
　
寛

奥
井
俊
文
・
玉
川
晴
彦
・
稲
田
勝
英

山
本
博
之
・
知
恵
　
勲
・
山
岡
洋
子

田
中
富
榮
　
　
　
　
　（
以
上
15
名
）

10
年
表
彰
　
　
吉
原
富
子
・
小
林
幸
則

小
川
美
津
子
・
香
川
新
一
朗
・
中
島
　
隆

直
井
義
博
・
山
本
忠
之
・
金
子
留
伊

大
西
洋
子
・
中
川
智
司
・
大
東
忠
雄

大
林
ヒ
サ
子
・
阿
河
壱
子
・
島
田
明
美

中
川
幸
江
・
松
浦
洋
子
・
森
田
浩
嗣

高
木
　
薫
・
松
田
裕
美
・
谷
渕
加
代
子

宮
薗
卓
平
・
日
本
明
子
・
松
永
久
美
子

山
本
義
文
・
多
田
美
代
子
・
藤
本
　
勲

楠
原
　
勲
・
山
﨑
輝
久（
以
上
28
名
）

令
和
８
年
度
役
員
（
〇
印
は
新
任
）

理
事
長
　
　
　
中
川
　
智
司

副
理
事
長
　
　
　
奥
田
　
道
大

常
務
理
事
　
　
　
𠮷
本
　
博
之

理
　
　
事
　
　
〇
窪
田
美
由
紀

　
〃
　
　
　
　
河
野
　
忠
生

　
〃
　
　
　
　
大
山
　
　
修

　
〃
　
　
　
　
三
木
　
英
明

　
〃
　
　
　
　
白
川
　
由
子

　
〃
　
　
　
　
三
原
　
繁
子

　
〃
　
　
　
　
野
口
　
芳
則

　
〃
　
　
　
　
永
安
　
君
代

　
〃
　
　
　
　
宮
本
由
美
子

　
〃
　
　
　
　
三
好
　
紀
男

監
　
　
事
　
　
　
横
山
　
孝
信

　
〃
　
　
　
〇
藤
田
　
朝
子

令
和
８
年
６
月
18
日
（
木
）
東
京
都

の
日
本
教
育
会
館
に
て
公
益
社
団
法
人

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協

会
の
「
長
期
就
任
会
長
表
彰
」
が
行
わ

れ
、
当
セ
ン
タ

ー
の
中
川
理
事

長
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
10
年

以
上
在
職
し
、

３
年
連
続
で
会

員
増
と
な
っ
た

成
果
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

中川理事長
全国表彰される

シ
ル
バ
ー
事
業
実
績

130,000
千円

120,000

110,000

0

120,888
123,379

契 約 金 額

3,500
件

3,000

2,500

0

2,740
2,831

受 託 件 数

30,000
人

25,000

20,000

0

22,950
24,521

就業延人員

35,000
千円

30,000

25,000

0

33,143

29,316

契 約 金 額

130
件

110

90

0

120
115

契 約 件 数

6,000
人

5,000

4,000

0

5,610
5,356

就業延人員

1,000
人

900

800

0

920917

会 員 数

前
年
度
と
の
比
較

《
請
負
事
業
》

８
年
７
月
31
日
現
在

７
年
７
月
31
日
現
在

《
派
遣
事
業
》

８
年
６
月
30
日
現
在

７
年
６
月
30
日
現
在
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護岸被災状況（左岸9.4km付近)
(平成16年10月洪水）

図３

旧乙井橋流失(河口より11.6km付近)
(昭和50年8月洪水）

図１野津床止護床工の洗掘被災(15.4km付近）
(平成2年9月洪水)

図２

土
器
町
　
草
薙
　
義
一

　
平
成
28
年
度
に
国
土
交
通
省
が
『
土
器
川
大
規
模
氾
濫
に
関

す
る
減
災
対
策
協
議
会
』
を
設
立
し
た
。関
係
機
関
と
連
携
し
て

『
土
器
川
の
減
災
に
係
る
取
組
方
針
』
を
進
め
て
い
る
。さ
ら
に
、

令
和
２
年
７
月
に
『
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
水
災
害
施
設
能
力

を
超
過
す
る
洪
水
が
発
生
す
る
こ
と
を
前
提
に
、社
会
全
体
で
洪

水
に
備
え
る
水
防
災
意
識
社
会
の
再
構
築
を
進
め
る
と
し
た
。

戦
後
以
降
の
主
な
洪
水

　
戦
後
は
計
画
高
水
流
量
規
模
を
越
え
る
よ
う
な
大
き
な
洪

水
は
発
生
し
て
な
い
が
、
比
較
的
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

洪
水
は
台
風
で
あ
り
、祓
川
橋
地

点
で
１
，０
０
０
㎥
／
秒
を
超
え

る
流
量
を
記
録
し
た
主
な
洪
水

は
、以
下
の
３
洪
水
で
あ
る
。

①
昭
和
50
年
８
月
洪
水

　
旧
乙
井
橋
の
流
失
、
護
岸

崩
壊
、
河
岸
侵
食
等
が
多
発

し
、
常
包
橋
下
流
付
近
で
氾

濫
、住
民
が
自
主
避
難
し
た
。

②
平
成
２
年
９
月
洪
水

　
野
津
床
止
の
洗
掘
被
災
、

護
岸
崩
壊
等
が
発
生
し
、
常

包
橋（
河
口
よ
り
１
８
．６
km
）

下
流
付
近
で
氾
濫
、
住
民
が

自
主
避
難
し
た
。

　
丸
亀
市
で
は
、
清
水
川
の

氾
濫
に
よ
る
家
屋
浸
水
（
床

上
79
戸
、
床
下
１
６
０
戸
）が

発
生
し
た
。

③
平
成
16
年
10
月
洪
水

　
常
包
橋
下
流
付
近
で
氾

濫
、住
民
が
自
主
避
難
し
た
。さ
ら
に
、丸
亀
市
で
は
、家
屋
浸

水（
床
上
75
戸
、床
下
１
４
２
戸
）が
発
生
し
た
。

洪
水
到
達
時
間

　
土
器
川
の
河
床
勾
配
は

急
で
、
洪
水
は
短
時
間
に
一

気
に
河
口
ま
で
到
達
す
る

急
流
河
川
で
あ
る
ゆ
え
に
、

お
の
お
の
が
想
定
す
る
よ

り
も
洪
水
到
達
時
間
は
速

い
。

洪
水
氾
濫
対
策

・
堤
防
整
備
、
治
水
ダ
ム
の

建
設

・
中
小
河
川
の
内
水
氾
濫
対
策（
古

子
川
・
赤
山
川
等
）

・
高
潮
、津
波
対
策

・
気
候
変
動
等
を
踏
ま
え
た
海
岸

保
全
対
策

・
水
田
の
貯
留
機
能
の
向
上

・
植
林
等
の
森
林
整
備
、治
山
対
策

　
現
在
、
水
害
対
策
と
し
て
護
岸

工
事
を
進
め
る
と
共
に
、
蓬
莱
橋

付
近
で
河
道
掘
削
工
事
を
行
な
っ

て
い
る
。

※

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局

の
資
料
に
よ
る

丸
亀
市
で
は
、
み
な
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
「
き
っ
か
け
」

と
な
る
よ
う
、
健
幸
10
か
条
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
今
回
は
第

６
条
に
着
目
し
、
膝
・
腰
の
痛
み
が

あ
っ
て
も
無
理
な
く
体
を
動
か
す
こ

と
が
で
き
る
方
法
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

〇
膝
・
腰
の
痛
み

膝
・
腰
の
痛
み
は
、
現
代
人
の
宿
命

と
も
い
わ
れ
、
多
く
の
人
が
抱
え
る
症

状
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
「
歳
の
せ
い
」

「
病
気
で
は
な
い
」
「
ど
う
せ
治
ら
な

い
」
な
ど
と
考
え
て
放
置
し
て
し
ま
う

人
が
多
い
で
す
。
「
動
く
と
痛
い
か

ら
」
「
動
か
す
の
が
怖
い
か
ら
」
と
い

っ
て
体
を
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
、
転

倒
や
骨
折
を
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
認
知
症
を
招
い
た
り
、
寝
た
き
り

に
な
っ
た
り
す
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。

〇
無
理
な
く
体
を
動
か
す
方
法

「
運
動
し
な
い
と
・
・
」
と
思
っ
て

も
何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
か
迷
い
ま
す

よ
ね
。
普
段
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
動

作
に
ひ
と
工
夫
す
れ
ば
立
派
な
運
動
に

な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
な
が
ら
運
動

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
☆
な
が
ら
背
伸
び

歯
み
が
き
や
料
理
の
合
間
に
背
伸
び

を
す
る
こ
と
で
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
力
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
か
か
と

同
士
を
ぴ
っ
た
り
つ
け
た
ま
ま
背
伸
び

を
す
る
こ
と
で
、
Ｏ
脚
の
改
善
に
も
な

り
ま
す
。
Ｏ
脚
は
、
膝
の
痛
み
の
原
因

に
も
な
る
の
で
、
そ
の
予
防
に
も
繋
が

り
ま
す
。

☆
な
が
ら
も
も
上
げ

椅
子
に
浅
く
腰
掛
け
、
背
も
た
れ
に

寄
り
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
片
方

の
膝
を
胸
に
引
き
寄
せ
ま
す
。
テ
レ
ビ

の
す
き
間
時
間
等
に
、
座
り
な
が
ら
も

も
上
げ
を
す
る
こ
と
で
、
腰
や
膝
に
負

担
を
か
け
ず
に
腹
筋
や
太
も
も
の
筋
力

を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
お
問
い
合
わ
せ
先
﹈

丸
亀
市
健
康
福
祉
部
健
康
課

　(

☎
０
８
７
７-

２
４-

８
８
０
６)

健
康
を
守
る

健
康
寿
命
を
延
ば
す
カ
ギ

　
　
　『健
幸
10
か
条
』

76

簡単な料理（ ）76

きのこの洋風煮浸し

第
６
条

「
６(

無)

理
な
く
体
を
動
か
す
日
」

〜
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
体
を

　
　
　
　
　
　動
か
し
ま
し
ょ
う
〜

健やかまるがめ21
マスコットキャラクター
元亀（げんき）くん

※

初
め
か
ら
無
理
を
せ
ず
、

　
自
分
の
ペ
ー
ス
で
安
全
に

　
　
　
　
　
　
行
い
ま
し
ょ
う
。

材　料（２人分）

小松菜
しめじ
エリンギ
えのきだけ
赤パプリカ

水
顆粒コンソメ
しょうゆ

Ⓐ

Ⓑ

40g
40g
20g
50g
20g

大さじ2
小さじ1/2
小さじ1/3

作り方
① 鍋に食べやすい大きさに切ったⒶと水を入れ、フタ
をして弱火で3分間蒸し煮する。

② Ⓑを①に入れ野菜が煮えていることを確かめてから
火を止める。

★1人分栄養価：25kcal　
　たんぱく質1.4g　脂質0.2g　食塩0.6g  野菜85ｇ

（丸亀市健康福祉部健康課提供）

け
ん 

こ
う

け
ん

　 こ
う

講習会のお知らせ
音楽療法：音楽を聴きながら歌ったり
　　　　楽しくおしゃべりに興じます。

日　時：11月11日 (水) 10:00 ～ 11:00
　　　　※講習会後、茶話会を開催します｡
場　所：丸亀市シルバー人材センター 
　　　　２階 研修室
　　　　丸亀市塩屋町5丁目 6-1 
　　　　先着 20名（無料）
申込問合せ

公益社団法人 丸亀市シルバー人材センター
TEL：0877-23-6215
E-mail：marugame@sjc.ne.jp

講　師：三崎 めぐみ 先生(音楽療法士）

土
器
川
の
水
害
対
策

担当：遠山まで電話もしくはメールにてお申し込み下さい。

明
治
天
皇
行
在
所
址
碑
が
７
月
９
日

国
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定

　
明
治
５
年
７
月
４
日
明
治
天
皇
は
、
白
峯
御
陵
に

立
ち
寄
ら
れ
る
た
め
に
丸
亀
へ
上
陸
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
行
在
所
は
丸
亀
城
内
に
あ
り
ま
し
た
が
そ
の

後
、
三
船
会
館
と

し
て
移
築
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
明
治
天
皇

丸
亀
行
在
所
址
碑

は
、
丸
亀
税
務
署

北
隣
に
大
小
２
基

が
あ
り
ま
す
。(

義)

明治天皇丸亀行在所址碑

水流水流

水流水流水流水流

〈土器川流域図〉

祓川橋
国管理区間

清水川

土器川

明神川

前の川

古子川

赤山川

国管理区間

川奥

■：水位・流量観測所
●：雨量観測所

〈瀬切れ（表流水がなくなる）区間の概要図〉

土
器
川
大
橋

土
器
川
橋

蓬
莱
橋 清水川

予
讃
線
橋

潮
止
橋

丸
亀
橋

丸
亀
大
橋

：瀬切れなし
：101～150日
：151～200日
：201日以上

瀬切れ区間

瀬切れ頻発区間（高柳橋～中方橋）
年間平均200日以上発生

祓
川
橋

常
包
橋

古子川

土
器
川
橋

平
成
大
橋

高
柳
橋

赤山川

中
方
橋

垂
水
橋

乙
井
大
橋

満
濃
大
橋

野
津
床
止

天
神
床
止

長
炭
橋

大
向
床
止

大
川
頭
首
工

大柞川
谷川

丸
亀
あ
ち
こ
ち
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護岸被災状況（左岸9.4km付近)
(平成16年10月洪水）

図３

旧乙井橋流失(河口より11.6km付近)
(昭和50年8月洪水）

図１野津床止護床工の洗掘被災(15.4km付近）
(平成2年9月洪水)

図２

土
器
町
　
草
薙
　
義
一

　
平
成
28
年
度
に
国
土
交
通
省
が
『
土
器
川
大
規
模
氾
濫
に
関

す
る
減
災
対
策
協
議
会
』
を
設
立
し
た
。関
係
機
関
と
連
携
し
て

『
土
器
川
の
減
災
に
係
る
取
組
方
針
』
を
進
め
て
い
る
。さ
ら
に
、

令
和
２
年
７
月
に
『
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
水
災
害
施
設
能
力

を
超
過
す
る
洪
水
が
発
生
す
る
こ
と
を
前
提
に
、社
会
全
体
で
洪

水
に
備
え
る
水
防
災
意
識
社
会
の
再
構
築
を
進
め
る
と
し
た
。

戦
後
以
降
の
主
な
洪
水

　
戦
後
は
計
画
高
水
流
量
規
模
を
越
え
る
よ
う
な
大
き
な
洪

水
は
発
生
し
て
な
い
が
、
比
較
的
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

洪
水
は
台
風
で
あ
り
、祓
川
橋
地

点
で
１
，０
０
０
㎥
／
秒
を
超
え

る
流
量
を
記
録
し
た
主
な
洪
水

は
、以
下
の
３
洪
水
で
あ
る
。

①
昭
和
50
年
８
月
洪
水

　
旧
乙
井
橋
の
流
失
、
護
岸

崩
壊
、
河
岸
侵
食
等
が
多
発

し
、
常
包
橋
下
流
付
近
で
氾

濫
、住
民
が
自
主
避
難
し
た
。

②
平
成
２
年
９
月
洪
水

　
野
津
床
止
の
洗
掘
被
災
、

護
岸
崩
壊
等
が
発
生
し
、
常

包
橋（
河
口
よ
り
１
８
．６
km
）

下
流
付
近
で
氾
濫
、
住
民
が

自
主
避
難
し
た
。

　
丸
亀
市
で
は
、
清
水
川
の

氾
濫
に
よ
る
家
屋
浸
水
（
床

上
79
戸
、
床
下
１
６
０
戸
）が

発
生
し
た
。

③
平
成
16
年
10
月
洪
水

　
常
包
橋
下
流
付
近
で
氾

濫
、住
民
が
自
主
避
難
し
た
。さ
ら
に
、丸
亀
市
で
は
、家
屋
浸

水（
床
上
75
戸
、床
下
１
４
２
戸
）が
発
生
し
た
。

洪
水
到
達
時
間

　
土
器
川
の
河
床
勾
配
は

急
で
、
洪
水
は
短
時
間
に
一

気
に
河
口
ま
で
到
達
す
る

急
流
河
川
で
あ
る
ゆ
え
に
、

お
の
お
の
が
想
定
す
る
よ

り
も
洪
水
到
達
時
間
は
速

い
。

洪
水
氾
濫
対
策

・
堤
防
整
備
、
治
水
ダ
ム
の

建
設

・
中
小
河
川
の
内
水
氾
濫
対
策（
古

子
川
・
赤
山
川
等
）

・
高
潮
、津
波
対
策

・
気
候
変
動
等
を
踏
ま
え
た
海
岸

保
全
対
策

・
水
田
の
貯
留
機
能
の
向
上

・
植
林
等
の
森
林
整
備
、治
山
対
策

　
現
在
、
水
害
対
策
と
し
て
護
岸

工
事
を
進
め
る
と
共
に
、
蓬
莱
橋

付
近
で
河
道
掘
削
工
事
を
行
な
っ

て
い
る
。

※

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局

の
資
料
に
よ
る

丸
亀
市
で
は
、
み
な
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
「
き
っ
か
け
」

と
な
る
よ
う
、
健
幸
10
か
条
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
今
回
は
第

６
条
に
着
目
し
、
膝
・
腰
の
痛
み
が

あ
っ
て
も
無
理
な
く
体
を
動
か
す
こ

と
が
で
き
る
方
法
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

〇
膝
・
腰
の
痛
み

膝
・
腰
の
痛
み
は
、
現
代
人
の
宿
命

と
も
い
わ
れ
、
多
く
の
人
が
抱
え
る
症

状
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
「
歳
の
せ
い
」

「
病
気
で
は
な
い
」
「
ど
う
せ
治
ら
な

い
」
な
ど
と
考
え
て
放
置
し
て
し
ま
う

人
が
多
い
で
す
。
「
動
く
と
痛
い
か

ら
」
「
動
か
す
の
が
怖
い
か
ら
」
と
い

っ
て
体
を
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
、
転

倒
や
骨
折
を
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
認
知
症
を
招
い
た
り
、
寝
た
き
り

に
な
っ
た
り
す
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。

〇
無
理
な
く
体
を
動
か
す
方
法

「
運
動
し
な
い
と
・
・
」
と
思
っ
て

も
何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
か
迷
い
ま
す

よ
ね
。
普
段
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
動

作
に
ひ
と
工
夫
す
れ
ば
立
派
な
運
動
に

な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
な
が
ら
運
動

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
☆
な
が
ら
背
伸
び

歯
み
が
き
や
料
理
の
合
間
に
背
伸
び

を
す
る
こ
と
で
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
力
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
か
か
と

同
士
を
ぴ
っ
た
り
つ
け
た
ま
ま
背
伸
び

を
す
る
こ
と
で
、
Ｏ
脚
の
改
善
に
も
な

り
ま
す
。
Ｏ
脚
は
、
膝
の
痛
み
の
原
因

に
も
な
る
の
で
、
そ
の
予
防
に
も
繋
が

り
ま
す
。

☆
な
が
ら
も
も
上
げ

椅
子
に
浅
く
腰
掛
け
、
背
も
た
れ
に

寄
り
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
片
方

の
膝
を
胸
に
引
き
寄
せ
ま
す
。
テ
レ
ビ

の
す
き
間
時
間
等
に
、
座
り
な
が
ら
も

も
上
げ
を
す
る
こ
と
で
、
腰
や
膝
に
負

担
を
か
け
ず
に
腹
筋
や
太
も
も
の
筋
力

を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
お
問
い
合
わ
せ
先
﹈

丸
亀
市
健
康
福
祉
部
健
康
課

　(

☎
０
８
７
７-

２
４-

８
８
０
６)

健
康
を
守
る

健
康
寿
命
を
延
ば
す
カ
ギ

　
　
　『健
幸
10
か
条
』

76

簡単な料理（ ）76

きのこの洋風煮浸し

第
６
条

「
６(

無)

理
な
く
体
を
動
か
す
日
」

〜
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
体
を

　
　
　
　
　
　動
か
し
ま
し
ょ
う
〜

健やかまるがめ21
マスコットキャラクター
元亀（げんき）くん

※

初
め
か
ら
無
理
を
せ
ず
、

　
自
分
の
ペ
ー
ス
で
安
全
に

　
　
　
　
　
　
行
い
ま
し
ょ
う
。

材　料（２人分）

小松菜
しめじ
エリンギ
えのきだけ
赤パプリカ

水
顆粒コンソメ
しょうゆ

Ⓐ

Ⓑ

40g
40g
20g
50g
20g

大さじ2
小さじ1/2
小さじ1/3

作り方
① 鍋に食べやすい大きさに切ったⒶと水を入れ、フタ
をして弱火で3分間蒸し煮する。

② Ⓑを①に入れ野菜が煮えていることを確かめてから
火を止める。

★1人分栄養価：25kcal　
　たんぱく質1.4g　脂質0.2g　食塩0.6g  野菜85ｇ

（丸亀市健康福祉部健康課提供）

け
ん 

こ
う

け
ん

　 こ
う

講習会のお知らせ
音楽療法：音楽を聴きながら歌ったり
　　　　楽しくおしゃべりに興じます。

日　時：11月11日 (水) 10:00 ～ 11:00
　　　　※講習会後、茶話会を開催します｡
場　所：丸亀市シルバー人材センター 
　　　　２階 研修室
　　　　丸亀市塩屋町5丁目 6-1 
　　　　先着 20名（無料）
申込問合せ

公益社団法人 丸亀市シルバー人材センター
TEL：0877-23-6215
E-mail：marugame@sjc.ne.jp

講　師：三崎 めぐみ 先生(音楽療法士）

土
器
川
の
水
害
対
策

担当：遠山まで電話もしくはメールにてお申し込み下さい。

明
治
天
皇
行
在
所
址
碑
が
７
月
９
日

国
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定

　
明
治
５
年
７
月
４
日
明
治
天
皇
は
、
白
峯
御
陵
に

立
ち
寄
ら
れ
る
た
め
に
丸
亀
へ
上
陸
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
行
在
所
は
丸
亀
城
内
に
あ
り
ま
し
た
が
そ
の

後
、
三
船
会
館
と

し
て
移
築
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
明
治
天
皇

丸
亀
行
在
所
址
碑

は
、
丸
亀
税
務
署

北
隣
に
大
小
２
基

が
あ
り
ま
す
。(

義)

明治天皇丸亀行在所址碑

水流水流

水流水流水流水流

〈土器川流域図〉

祓川橋
国管理区間

清水川

土器川

明神川

前の川

古子川

赤山川

国管理区間

川奥

■：水位・流量観測所
●：雨量観測所

〈瀬切れ（表流水がなくなる）区間の概要図〉
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橋
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莱
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予
讃
線
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潮
止
橋

丸
亀
橋

丸
亀
大
橋

：瀬切れなし
：101～150日
：151～200日
：201日以上

瀬切れ区間

瀬切れ頻発区間（高柳橋～中方橋）
年間平均200日以上発生

祓
川
橋

常
包
橋

古子川

土
器
川
橋

平
成
大
橋

高
柳
橋

赤山川

中
方
橋

垂
水
橋

乙
井
大
橋

満
濃
大
橋

野
津
床
止

天
神
床
止

長
炭
橋

大
向
床
止

大
川
頭
首
工

大柞川
谷川

丸
亀
あ
ち
こ
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会員プラザ

皆
さ
ん
は
昔
、
県
内
の
電
車
と
言
え

ば
何
を
思
い
出
し
ま
す
か
？ 

丸
亀
近

辺
で
は「
琴
参
電
車
」、
綾
歌
方
面
と
高

松
近
辺
で
は「
琴
電
」と
答
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
。旧
国
鉄
は
「
汽
車
」
と
呼
ん
で

い
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。ま
た
、特
殊
な
鉄
道
と
し
て

「
屋
島
ケ
ー
ブ
ル
」が
あ
り
ま
し
た
。

「
琴
参
電
車
」は
昭
和
38
年
９
月
に
廃

止
さ
れ
、「
屋
島
ケ
ー
ブ
ル
」も
平
成
16

年
10
月
休
止
。翌
17
年
８
月
に
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。「
琴
電
」
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

「
瓦
町
」を
中
心
と
す
る
高
松
市
街
地
で

「
高
架
化
」が
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の

平
成
８
年
に「
瓦
町
駅
」は
ビ
ル
内
に
改

造
さ
れ
、賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

※答えの応募時に、会報誌「輝き」の特に良かった記事、印
　象に残った記事、役立った記事の感想をお寄せください。

応
募
方
法

（締 切 日）　令和8年9月30日（水）
（当選発表）　135号に掲載及び事務所内に掲示。
（商　　品）　正解者の中から抽選で各3名に粗品

を事務所で進呈します。

①ハガキに答えを書いて、丸亀市シルバー人
材センター事務所（以下、事務所）へ送る。
②または、事務所に備え付けの応募用紙に
記入する。

【ルール】
●あいているマスに１～９
までのどれかを入れます
●タテ列（９列）、ヨコ列（９
列）、太線で囲まれた３
×３のブロック（９マス
のブロックが９つ）のど
れにも１～９までの数字
が１つずつ入ります。

シルバークイズ数独にチャレンジ 36
２つある二重枠に入る
数字の合計はいくつに
なるでしょう

 7 　 5 3  
2 　 5 8  1

　 　 　 9 　 7 　
1 2 　 　 6 3
　 4 　 3 8
5 　 6 　 9 　 　 4
　 8 2 　 　

2 4 6 　 1
　 5 3 　 8  

おめでとうございます！
「輝き」 No.133 厳正な抽選の結果、次の6名の方が当選しました。

・秋山　芳子さん（津森町）
・松田　　稔さん（土器町）
・横田　淳子さん（飯野町）

・大矢眞由未さん（飯山町）
・藤本　久子さん（垂水町）
・光藤智恵子さん（垂水町）

答え 答え ① 970 人
② 令和 8年 5月29日
③ 丸亀市保健福祉センター

R8.6.30 抽選 ★住所は〶郵便番号だけでなく、町名も記入して下さい。

（5＋3）

Ⓐ 数独にチャレンジ Ⓑ シルバークイズ

⑧

❶、❷、❸ の全ての解答を書いて応募してください。

丸亀市シルバー人材センターは
何周年を迎えたでしょうか？
丸亀市シルバー人材センターの
愛称は何でしょうか？
令和8年7月31日現在の会員数は？

❶

❷

❸

※懸賞問題Ⓐ、Ⓑは、
　それぞれに応募できます。

感想を書い
てい

ただくと
当選率アッ

プ！

懸賞問題●A ●B懸賞問題

4

懐
か
し
の
ふ
る
さ
と
43
よ
り
、
舗
装

さ
れ
て
い
な
い
道
路
の
写
真
を
見
て
、

遠
い
昔
の
高
校
時
代
を
思
い
出
し
ま
し

た
。バ
ス
が
発
車
す
る
や
否
や
後
方
の

景
色
は
土
埃
で
何
も
見
え
な
か
っ
た
こ

と
を
。当
時
は
、そ
の
景
色
が
当
た
り
前

で
し
た
が
、今
じ
ゃ
健
康
問
題
、公
害
等

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。 

（
土
器
町
　
松
田
　
稔
）

懐
か
し
の
ふ
る
さ
と
43
よ
り
、
今
の

11
号
と
古
き
時
代
の
11
号
の
違
い
が
よ

く
わ
か
る
写
真
の
掲
載
を
感
謝
し
ま

す
。 

（
城
東
町
　
図
子
　
正
樹
）

丸
亀
あ
ち
こ
ち
47
よ
り
、
新
堀
港
の

中
に
は
石
材
店
を
営
む
親
戚
が
あ
り
、

印
象
深
い
港
で
す
。海
の
水
深
基
準
は

「
干
潮
時
の
水
面
か
ら
測
定
し
た
も
の
」

を
知
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

（
十
番
丁
　
山
下
　
正
利
）

現
在
ど
の
よ
う
な
同
好
会
が
活
動
し

て
い
る
の
か
知
り
た
い
で
す
。フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
興
味
が
あ
り

ま
す
。出
会
い
と
楽
し
い
時
間
が
あ
る

と
嬉
し
い
で
す
ね
。

（
津
森
町
　
秋
山
　
芳
子
）

40
年
余
り
鉄
塔
関
連
の
仕
事
に
従
事

し
て
い
ま
し
た
が
、
退
職
後
し
ば
ら
く

は
何
も
し
て
お
ら
ず
、
近
年
の
物
価
高

も
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
仕
事
を
探
し

た
も
の
の
う
ま
く
い
か
な
い
日
が
続
い

て
い
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
な
ら
何
か
仕
事

が
あ
る
の
で
は
と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
仕
事
は
、
個
人
農
家
の
籾

ま
き
と
苗
の
緑
化
で
し
た
。
自
宅
で
米

を
作
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
規
模
の
大
き

な
作
業
で
腰
痛
に
な
り
な
が
ら
も
何
と

か
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
輩
会
員
が
親
切
に
作
業
の
手
順
を

教
え
て
下
さ
っ
た
り
、
発
注
者
の
方
が

色
々
と
気
遣
っ
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
就
業
を
通
じ

て
他
の
会
員
と
も
知
り
合
い
、
色
々
な

事
を
教
え
て
も
ら
え
た
こ
と
も
非
常
に

嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
農
作
業
を
は
じ
め
色
々
な

仕
事
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
作
業
を
通
じ
て

〈私の初仕事〉 ◯75

垂水町
横山　伸一

「
輝
き
」に
寄
せ
ら
れ
た

代
表
的
な
感
想
文
（順不同）

会
友

文
芸

簡
単
な
料
理
（75）
よ
り
、
我
家
で
は
長

芋
を
あ
ま
り
食
べ
ま
せ
ん
が
、記
事
を
見

て
オ
ク
ラ
と
一
緒
に
ネ
バ
ネ
バ
材
料
に

ポ
ン
酢
を
か
け
、
と
て
も
簡
単
に
で
き
、

さ
っ
ぱ
り
と
し
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

な
ん
で
も
な
い
事
で
す
が
、「
簡
単
な
料

理
」は
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
一
歩
が
な
か
な
か
踏
み
出

せ
ず
、
同
好
会
が
で
き
れ
ば…

と
思
っ

て
い
ま
す
。 （
垂
水
町
　
藤
本
　
久
子
）

私
の
初
仕
事
74
よ
り
、
私
も
同
じ
思

い
を
し
ま
し
た
。現
在
も
上
司
が
か

わ
っ
た
り
し
て
。い
い
の
か
な
？
ど
う
か

な
？
と
思
い
な
が
ら
勤
め
て
い
ま
す
。

（
今
津
町
　
松
下
　
聰
子
）

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
い
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。私
も
花
が
大
好

き
な
の
で
、
企
画
が
あ
れ
ば
参
加
し
た

い
で
す
。

自
転
車
の
交
通
違
反
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。注
意
し
て
乗
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
津
森
町
　
竹
本
　
奈
緒
美
）

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
に

興
味
を
い
だ
き
、参
加
し
ま
し
た
。入
会

説
明
会
、
茶
話
会
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
知
り
、
と
て
も
楽
し
い
時
間

で
し
た
。　（
飯
山
町
　
大
矢
　
眞
由
未
）

皆
さ
ん
が
撮
影
し
た「
懐
か
し
の
写
真
」

を
「
輝
き
」
に
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

撮
影
年
月
と
場
所
が
分
か
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　（
編
集
部
）

短
歌
・
川
柳
・
俳
句
等
の
投
稿
に
お

題
が
あ
れ
ば
、
詠
み
易
い
と
の
ご
意

見
に
よ
り
、
135
号
（
令
和
９
年
１
月

号
）
の
お
題
を
『 

お
正
月 

』
と
し
て

募
集
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
自
由
題
で

の
投
稿
も
大
歓
迎
で
す
。

川

　柳今
津
町

　石

　
　
　風

な
ず

夏
の
空
走
れ
跳
べ
歌
え
八
十
歳

夏
の
空
？
降
れ
泥
む
雨
紫
陽
花
に

田
村
町

　織
姫（
ベ
ガ
）

馬
か
ら
の
電
話
が
か
か
る
菊
花
賞

台
風
が
金
刀
比
羅
様
を
そ
れ
て
ゆ
く

川
西
町

　石
井

　誠
一

犬
猫
の
食
事
か
わ
ら
ず
文
句
出
ず

（
懐
か
し
の
）写
真
で
青
春
よ
み
が
え
る

土
器
町

　お
へ
ん
ろ
こ

ら

子
ど
も
等
の
は
し
ゃ
ぎ
声
な
き
令
和
の
夏

Ａ
Ｉ
は
ヒ
ト
よ
り
温
か
涙
ぐ
み

懐
か
し
の
ふ
る
さ
と

川
西
町  

石
井
　
誠
一

昭
和
30
年
代
の

電
車
と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー 44

屋
島
ケ
ー
ブ
ル

（
昭
和
39
年
１
月
）

琴
電
瓦
町
駅

（
昭
和
39
年
１
月
）

琴
参
多
度
津
桟
橋
通
駅

（
昭
和
38
年
９
月
）

琴
参
善
通
寺
赤
門
前
駅

（
昭
和
38
年
８
月
）

琴
参
琴
平
駅

（
昭
和
38
年
８
月
）

琴
参
坂
出
駅

（
昭
和
38
年
10
月
）

琴
参
宇
多
津
駅
前
駅

（
昭
和
38
年
8
月
）

琴
参
丸
亀
通
町
駅

 

（
昭
和
38
年
6
月
）
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会員プラザ

皆
さ
ん
は
昔
、
県
内
の
電
車
と
言
え

ば
何
を
思
い
出
し
ま
す
か
？ 

丸
亀
近

辺
で
は「
琴
参
電
車
」、
綾
歌
方
面
と
高

松
近
辺
で
は「
琴
電
」と
答
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
。旧
国
鉄
は
「
汽
車
」
と
呼
ん
で

い
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。ま
た
、特
殊
な
鉄
道
と
し
て

「
屋
島
ケ
ー
ブ
ル
」が
あ
り
ま
し
た
。

「
琴
参
電
車
」は
昭
和
38
年
９
月
に
廃

止
さ
れ
、「
屋
島
ケ
ー
ブ
ル
」も
平
成
16

年
10
月
休
止
。翌
17
年
８
月
に
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。「
琴
電
」
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

「
瓦
町
」を
中
心
と
す
る
高
松
市
街
地
で

「
高
架
化
」が
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の

平
成
８
年
に「
瓦
町
駅
」は
ビ
ル
内
に
改

造
さ
れ
、賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

※答えの応募時に、会報誌「輝き」の特に良かった記事、印
　象に残った記事、役立った記事の感想をお寄せください。

応
募
方
法

（締 切 日）　令和8年9月30日（水）
（当選発表）　135号に掲載及び事務所内に掲示。
（商　　品）　正解者の中から抽選で各3名に粗品

を事務所で進呈します。

①ハガキに答えを書いて、丸亀市シルバー人
材センター事務所（以下、事務所）へ送る。
②または、事務所に備え付けの応募用紙に
記入する。

【ルール】
●あいているマスに１～９
までのどれかを入れます
●タテ列（９列）、ヨコ列（９
列）、太線で囲まれた３
×３のブロック（９マス
のブロックが９つ）のど
れにも１～９までの数字
が１つずつ入ります。

シルバークイズ数独にチャレンジ 36
２つある二重枠に入る
数字の合計はいくつに
なるでしょう

 7 　 5 3  
2 　 5 8  1

　 　 　 9 　 7 　
1 2 　 　 6 3
　 4 　 3 8
5 　 6 　 9 　 　 4
　 8 2 　 　

2 4 6 　 1
　 5 3 　 8  

おめでとうございます！
「輝き」 No.133 厳正な抽選の結果、次の6名の方が当選しました。

・秋山　芳子さん（津森町）
・松田　　稔さん（土器町）
・横田　淳子さん（飯野町）

・大矢眞由未さん（飯山町）
・藤本　久子さん（垂水町）
・光藤智恵子さん（垂水町）

答え 答え ① 970 人
② 令和 8年 5月29日
③ 丸亀市保健福祉センター

R8.6.30 抽選 ★住所は〶郵便番号だけでなく、町名も記入して下さい。

（5＋3）

Ⓐ 数独にチャレンジ Ⓑ シルバークイズ

⑧

❶、❷、❸ の全ての解答を書いて応募してください。

丸亀市シルバー人材センターは
何周年を迎えたでしょうか？
丸亀市シルバー人材センターの
愛称は何でしょうか？
令和8年7月31日現在の会員数は？

❶

❷

❸

※懸賞問題Ⓐ、Ⓑは、
　それぞれに応募できます。

感想を書い
てい

ただくと
当選率アッ

プ！

懸賞問題●A ●B懸賞問題

4

懐
か
し
の
ふ
る
さ
と
43
よ
り
、
舗
装

さ
れ
て
い
な
い
道
路
の
写
真
を
見
て
、

遠
い
昔
の
高
校
時
代
を
思
い
出
し
ま
し

た
。バ
ス
が
発
車
す
る
や
否
や
後
方
の

景
色
は
土
埃
で
何
も
見
え
な
か
っ
た
こ

と
を
。当
時
は
、そ
の
景
色
が
当
た
り
前

で
し
た
が
、今
じ
ゃ
健
康
問
題
、公
害
等

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。 

（
土
器
町
　
松
田
　
稔
）

懐
か
し
の
ふ
る
さ
と
43
よ
り
、
今
の

11
号
と
古
き
時
代
の
11
号
の
違
い
が
よ

く
わ
か
る
写
真
の
掲
載
を
感
謝
し
ま

す
。 

（
城
東
町
　
図
子
　
正
樹
）

丸
亀
あ
ち
こ
ち
47
よ
り
、
新
堀
港
の

中
に
は
石
材
店
を
営
む
親
戚
が
あ
り
、

印
象
深
い
港
で
す
。海
の
水
深
基
準
は

「
干
潮
時
の
水
面
か
ら
測
定
し
た
も
の
」

を
知
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

（
十
番
丁
　
山
下
　
正
利
）

現
在
ど
の
よ
う
な
同
好
会
が
活
動
し

て
い
る
の
か
知
り
た
い
で
す
。フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
興
味
が
あ
り

ま
す
。出
会
い
と
楽
し
い
時
間
が
あ
る

と
嬉
し
い
で
す
ね
。

（
津
森
町
　
秋
山
　
芳
子
）

40
年
余
り
鉄
塔
関
連
の
仕
事
に
従
事

し
て
い
ま
し
た
が
、
退
職
後
し
ば
ら
く

は
何
も
し
て
お
ら
ず
、
近
年
の
物
価
高

も
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
仕
事
を
探
し

た
も
の
の
う
ま
く
い
か
な
い
日
が
続
い

て
い
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
な
ら
何
か
仕
事

が
あ
る
の
で
は
と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
仕
事
は
、
個
人
農
家
の
籾

ま
き
と
苗
の
緑
化
で
し
た
。
自
宅
で
米

を
作
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
規
模
の
大
き

な
作
業
で
腰
痛
に
な
り
な
が
ら
も
何
と

か
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
輩
会
員
が
親
切
に
作
業
の
手
順
を

教
え
て
下
さ
っ
た
り
、
発
注
者
の
方
が

色
々
と
気
遣
っ
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
就
業
を
通
じ

て
他
の
会
員
と
も
知
り
合
い
、
色
々
な

事
を
教
え
て
も
ら
え
た
こ
と
も
非
常
に

嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
農
作
業
を
は
じ
め
色
々
な

仕
事
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
作
業
を
通
じ
て

〈私の初仕事〉 ◯75

垂水町
横山　伸一

「
輝
き
」に
寄
せ
ら
れ
た

代
表
的
な
感
想
文
（順不同）

会
友

文
芸

簡
単
な
料
理
（75）
よ
り
、
我
家
で
は
長

芋
を
あ
ま
り
食
べ
ま
せ
ん
が
、記
事
を
見

て
オ
ク
ラ
と
一
緒
に
ネ
バ
ネ
バ
材
料
に

ポ
ン
酢
を
か
け
、
と
て
も
簡
単
に
で
き
、

さ
っ
ぱ
り
と
し
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

な
ん
で
も
な
い
事
で
す
が
、「
簡
単
な
料

理
」は
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
一
歩
が
な
か
な
か
踏
み
出

せ
ず
、
同
好
会
が
で
き
れ
ば…

と
思
っ

て
い
ま
す
。 （
垂
水
町
　
藤
本
　
久
子
）

私
の
初
仕
事
74
よ
り
、
私
も
同
じ
思

い
を
し
ま
し
た
。現
在
も
上
司
が
か

わ
っ
た
り
し
て
。い
い
の
か
な
？
ど
う
か

な
？
と
思
い
な
が
ら
勤
め
て
い
ま
す
。

（
今
津
町
　
松
下
　
聰
子
）

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
い
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。私
も
花
が
大
好

き
な
の
で
、
企
画
が
あ
れ
ば
参
加
し
た

い
で
す
。

自
転
車
の
交
通
違
反
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。注
意
し
て
乗
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
津
森
町
　
竹
本
　
奈
緒
美
）

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
に

興
味
を
い
だ
き
、参
加
し
ま
し
た
。入
会

説
明
会
、
茶
話
会
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
知
り
、
と
て
も
楽
し
い
時
間

で
し
た
。　（
飯
山
町
　
大
矢
　
眞
由
未
）

皆
さ
ん
が
撮
影
し
た「
懐
か
し
の
写
真
」

を
「
輝
き
」
に
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

撮
影
年
月
と
場
所
が
分
か
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　（
編
集
部
）

短
歌
・
川
柳
・
俳
句
等
の
投
稿
に
お

題
が
あ
れ
ば
、
詠
み
易
い
と
の
ご
意

見
に
よ
り
、
135
号
（
令
和
９
年
１
月

号
）
の
お
題
を
『 

お
正
月 

』
と
し
て

募
集
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
自
由
題
で

の
投
稿
も
大
歓
迎
で
す
。

川

　柳今
津
町

　石

　
　
　風

な
ず

夏
の
空
走
れ
跳
べ
歌
え
八
十
歳

夏
の
空
？
降
れ
泥
む
雨
紫
陽
花
に

田
村
町

　織
姫（
ベ
ガ
）

馬
か
ら
の
電
話
が
か
か
る
菊
花
賞

台
風
が
金
刀
比
羅
様
を
そ
れ
て
ゆ
く

川
西
町

　石
井

　誠
一

犬
猫
の
食
事
か
わ
ら
ず
文
句
出
ず

（
懐
か
し
の
）写
真
で
青
春
よ
み
が
え
る

土
器
町

　お
へ
ん
ろ
こ

ら

子
ど
も
等
の
は
し
ゃ
ぎ
声
な
き
令
和
の
夏

Ａ
Ｉ
は
ヒ
ト
よ
り
温
か
涙
ぐ
み

懐
か
し
の
ふ
る
さ
と

川
西
町  

石
井
　
誠
一

昭
和
30
年
代
の

電
車
と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー 44

屋
島
ケ
ー
ブ
ル

（
昭
和
39
年
１
月
）

琴
電
瓦
町
駅

（
昭
和
39
年
１
月
）

琴
参
多
度
津
桟
橋
通
駅

（
昭
和
38
年
９
月
）

琴
参
善
通
寺
赤
門
前
駅

（
昭
和
38
年
８
月
）

琴
参
琴
平
駅

（
昭
和
38
年
８
月
）

琴
参
坂
出
駅

（
昭
和
38
年
10
月
）

琴
参
宇
多
津
駅
前
駅

（
昭
和
38
年
8
月
）

琴
参
丸
亀
通
町
駅

 

（
昭
和
38
年
6
月
）
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お 知 ら せ

編 

集 

後 

記

■ 第45回定時総会開催

■ 健康寿命を延ばすカギ『健幸10か条』

■ 土器川の水害対策

■ 昭和30年代の電車とケーブルカー

■ 重要なお知らせ！

■ 当センターの愛称決定

会員数　令和８年７月31日現在
　920人(男491人・女429人）

編集・発行
公益社団法人

／丸亀市シルバー人材センター

〒763-0065 丸亀市塩屋町五丁目6-1
TEL(0877)23-6215(代)
E-mail:marugame@sjc.ne.jp
https://webc.sjc.ne.jp/marugame/

(7月28日撮影：川西町・石井 誠一)令和8年9月6日のオープンを目指して周辺整備が進む
新・丸亀市民会館（シアターマド）

　
四
国
地
方
は
６
月
２
日
に
梅
雨
入
り

し
、
７
月
12
日
に
梅
雨
明
け
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
梅
雨
期
間
中
の
降
水

量
は
多
度
津
で
４
６
７
．
０
mm
、
高
松

で
は
４
５
２
．
０
mm
で
例
年
に
比
べ
て

多
か
っ
た
よ
う
で
梅
雨
期
間
中
に
早
明

浦
ダ
ム
は
満
水
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
15
日
遅
い
梅
雨
明
け
で
し
た

▽
梅
雨
明
け
と
共
に
各
地
で「
猛
暑
日
」

「
酷
暑
日
」
が
多
く
観
測
さ
れ
、
夜
は

気
温
が
25
℃
を
下
回
ら
な
い「
熱
帯
夜
」

が
続
く
よ
う
に
な
り
、
ク
ー
ラ
ー
が
良

く
働
き
ま
し
た
。
猛
暑
日
が
続
く
と
水

田
の
水
は
す
ぐ
に
減
り
、
庭
木
や
野
菜

畑
の
水
や
り
も
大
変
で
す
▽
と
こ
ろ
で

「
気
象
用
語
」で「
平
年
に
比
べ
て
・・・
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、「
平

年
」
と
は
過
去
30
年(

１
９
９
１
〜

２
０
２
０
年
）
の
平
均
で
、
10
年
ご
と

に
改
訂
さ
れ
ま
す
▽
当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
「
愛
称
」
の
公
募
が
行

わ
れ「
か
が
や
き
セ
ン
タ
ー
」に
決
定
し
、

多
く
の
市
民
か
ら
愛
さ
れ
る
組
織
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　（
誠
）

令和８年の支払日
配分金支払日（請負） 給与支払日（派遣）
９月15日（火） ９月25日（金）
10月15日（木） 10月23日（金）
11月16日（月） 11月25日（水）
12月15日（火） 12月25日（金）

＝配分金には消費税が含まれています＝
※カレンダーに振込日をメモしておきましょう。

配分金の通帳記帳の際、百十四銀行との振込電送
の契約の関係で「給料」と記帳されますが、請負業
務の配分金です。 これを機に Smile to Smile の登録を

お願いします。

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
お
祈
り
い
た
し
ま
す

新
浜
町
　
眞
鍋
　
誠
二 

　
様

飯
山
町
　
平
田
　
正
樹 

　
様

楽しいスマホ教室楽しいスマホ教室
スマホのお悩み解決のお手伝いをします。お気軽にご参加ください。スマホのお悩み解決のお手伝いをします。お気軽にご参加ください。

開催日時・場所 会場：丸亀市シルバー人材センター

日程

時間

内容
①②③共通
アプリとは何か？から追加・削除の方法、
注意点について学びます。
スマイルtoスマイルのアプリのインストール方法

9月15日 (火) 9月29日 (火) 10月14日 (水)
① 10:00～11:00　② 13:00～14:00
③ 14:30～15:30

注意事項

お申込み・お問い合わせ先 ・丸亀市シルバー人材センター 
　☎ 0877-23-6215（担当 小野）
　平日 8時30分～17時15分

・講座で必要な通信料は受講者の負担となります。

・各回定員10名

楽しみながらスマホを活用しましょう！！

令和
８年度

技能講習 会　　場 センター 定員 開催日時

刈払機取扱
「刈払機取扱作業従
事者安全衛生教育修
了証」を交付

空家管理
（古民家再生）

【座学】
　坂出市市民
　ふれあい会館

【実技】
　西大浜第四公園

坂出市 5名

丸亀市 5名

10月14日(水)
9:00～16:40

丸亀市市民交流活動
センター(マルタス） 丸亀市 10名 10月20日(火)9:30～16:30

●技能講習

高齢者活躍人材確保育成事業

技能講習会

参加費
無料

最優秀賞

優秀賞

特別賞

　　会員　野口 芳則さんかがやきセンター

西中学校　亀井 理子さんリスタ丸亀

蓬莱中学校　徳田 玲央さんまるむすび
丸亀高校　竹中 咲歩さんまるシル

　　会員　吉馴 義文さんシルバー・ハンズ

愛称決定令和8年7月31日 重
要
な
お
知
ら
せ
！

配
分
金
明
細
書
の
郵
送
廃
止

令
和
９
年
３
月
就
業
分
か
ら

　
郵
便
料
金
の
値
上
げ
な
ど
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
経
費
の
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
令
和
９
年
３
月

就
業
分
か
ら
配
分
金
明
細
書
の
郵
送
を

廃
止
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
会
員
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

「
ス
マ
イ
ル 

ト
ゥ 

ス
マ
イ
ル
」
に
て
ご

確
認
い
た
だ
く
形
に
変
更
し
ま
す
。

　
サ
イ
ト
登
録
の
お
手
伝
い
を
事
務
局

が
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

配
分
金
明
細
書
の

提
供
方
法

・
令
和
９
年
３
月
就
業
分

か
ら
郵
送
し
ま
せ
ん

　(

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
提
供
の
み)

※
紙
の
明
細
書
が
必
要
な

方
は
、
事
務
所
で
発
行

し
ま
す
。

令和8年6月1日から1ヶ月間
丸亀市シルバー人材センター設立45周年記念事業として

愛称を募集しました。

（愛称：かがやきセンター）

お申し込み・お問い合わせは事務局まで


